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Crown English Communication II, p. 19. 

 

Lesson 2 

Into Unknown Territory 

 

Habu Yoshiharu is one of the greatest shogi players in (1)history.  

He is truly “King of the Board.”  Here he talks with an 

interviewer about his experience as a professional shogi player. 

 

－1 

When did you first learn to play shogi? 

In my first year of elementary school.  At first,   

I lost (2)almost all the games, but (3)in a month or so, I 

began to win.  In my second year, I went to a shogi 

dojo in Hachioji, where I participated in a children’s 

tournament.  I didn’t qualify for the final, but I 

enjoyed the games.  I wanted to become a better 

player, and I started to go to the dojo for practice. 

 

What do you like about shogi? 

As a child I found it interesting that you       

play with many different pieces; each piece has       

a different move.  Also the results of a game are   

very clear-cut: you either win or lose.  The entire 

game is a process of (4)cause and effect, and winning  

or losing is your own responsibility.  Of course,      

it doesn’t feel good to lose, but I like shogi because    

it has great depth to it.
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Lesson 2—Lead 

(1) history  1, p. 924. 

 

・ ここでは見出し語の下に， (  ) に入れて

派生語が示されているので確かめさせた

い。は historian (歴史学者)，は historic 

(歴史上重要な)とhistorical (歴史の)の2つ

が挙げられており，紙の辞書なら同じペー

ジに 3語とも出ているのでチェックさせや

すい。特に historic と historical は共に

だが意味に違いがあるので注意させる。 



・ 「歴史」を意味する語義 1 がであること

をチェックさせる。その上で教科書本文や

辞書の第 2 用例から，「歴史上[において]」

の意味では前置詞 in が用いられることを

確認させる。 

 

Lesson 2—Section 1 

(2) almost 1a, p. 60. 

 

・ 教科書本文の almost all of the game とい

う表現が〚all, every, everything, always

などの前で〛いう用法指示と一致してい

ることから 1a に導く。

・ 教科書本文の類例として辞書の第１用例

をチェックさせる。角かっこ[  ]は言い換

え可能であることを示しているので，教科

書本文のalmost all of the gameもmost of 

the game と言い換えられることに注意さ

せる。 

・ さらに第１用例の訳の後ろにある(×Al- 

most of them reached the summit としな

い)という説明から×almost of the game

とはいわないことに触れるのもよい。 


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(3) in 9c, p. 981–82. 

 
・ 多くの意味がある前置詞は，に入れて

示されたサインポストを手掛かりに引く

と，早く情報にたどり着けることを教えた

い。教科書本文は in a month or so と後ろ

に時を表す表現が続いているので，時間

というサインポストが付いた 9a, b, c, d を

チェックさせる。文脈は「試合に負けてい

たが，勝ち始めた」という内容なので，〚

経過〛という用法指示のある 9c に導くと

よい。 

・ 教科書本文の動詞(began)は過去形なので，

語義後半の(過去の期間の終点を示して)と

いう補足説明，(通例過去(完了)と共に)と

いう注記を確かめさせる。「…後には」と

いう訳語から，教科書のこの部分は「1 か

月ほど後には，1 か月かそこらで勝ち始め

た」という意味になることを確認させる。 

・ 辞書の用例や語法のポイントコラムを使い，

「(現在を基準に)〈ある期間の〉後に」を

意味する用法もチェックさせると理解が

深まる。 



(4) cause 1, p. 306. 

 
・ 教科書本文と同じ cause and effect という

表現が 1 の第 5 用例として出ているので

「因果(関係)」という意味をチェックさせ

る。太字用例になっていることからよく使

われる組み合わせ(チャンク)であることを

確認させる。 

・ 語義番号の後にあるの記号をチェックし

た上で，第 5 用例にある(通例無冠詞で)と

いう注記を参照させる。cause が「原因」

という意味で使われる場合，通常はだが，

この表現では冠詞を伴わないことを確認

させる。
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Crown English Communication II, p. 20. 

 
－2 

In your professional (1)career, you’ve 

won over 70 percent of the games.  

Are you always confident when  

you make a move? 

At times it is difficult to 

decide which move to make.   

Not  having  enough  time  to  

think deeply, you don’t even  

know  what  your  next  move    

will be until you (2)place your 

hand  on  the  piece.  This  is  

when luck comes into (3)play.  

You trust your hand to make    

a  good  (4)choice. So,  to  answer 

your question, I’m not always confident when       

I make a move. 
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Lesson 2—Section 2 

(1) career 2, p. 292.

 

・ 「キャリア」というカタカナ語からの類推

で発音を間違いやすいので，見出し語の横

にある(ca-は/kə/; 強勢は第 2 音節)という

発音注記をチェックさせる。こういったカ

タカナ語と英語との音声の乖離は，センタ

ー試験などでもよく出題されることに触

れてもよい。 

・ 教科書本文では完了形を使って「あなたは

対戦の 70％以上勝っている」と述べている

ことを確認させる。この文脈から「プロと

しての経歴の中で」という語義 2 の意味に

なることを確かめさせる。 

・ career が「仕事」を意味する場合，job と

どう違うのかが語義 1 のに説明されてい

るのでチェックさせるのもよい。さらに→

で参照指示が示されているので，work1

のコラムを読ませると，「仕事」を表す名

詞 (work, occupation, job, profession, 

career)の違いについて理解が深まる。 

 

 

 

(2) place 1, p. 1445.

 

・ 教科書本文では名詞ではなく，動詞用法で

あることをまずチェックさせる。目的語の

your hand に続いて，場所を表す句 on the 

piece が続いていることから，place A＋

という文型表示のある語義 1を参照させ

る。

・ (は場所の表現; 日本語と違っては省略

不可能; →put)という記述に注目させる。

英語では必ず「A を…に置く」という目的

語と場所の両方が必要であることを確か

めさせる。さらに→で参照指示がされてい

る put のコラムには，よく似た動詞の意

味合いの違いが説明されているので確認

させる。教科書本文は「駒をきちんと将棋

盤のマス目に置く」という意味になるので，

ここでは place がふさわしいことを理解さ

せる。 
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(3) play  come into play, p. 1451. 

 

・ 前置詞 intoに続いて-ing形のplayingでは

なく play が使われているので，この表現

では play はではなくであることを確か

めさせる。 

・ になっているので，意味をチェックさせ，

教科書本文が「運が作用[影響]し始める」

という意味になることを確認させる。 

・ 紙辞書なら(2)のplaceの数ページ先なので

すぐに調べさせることができる。 

 

(4) choice 1, p. 333. 

 

・ make a good choiceと不定冠詞が付いてい

ることから，である語義 1と 3に注目し，

用例を較べさせる。make を使った用例(第

2，4 用例)があり，その用例訳の「取る，

選択する」という意味が教科書本文の文脈

と合うことから語義 1になることを確認さ

せる。 

・ 教科書同ページ 4 行目にある make a 

move も同様だが，「make＋不定冠詞＋名

詞」(ここでは make a choice, make a 

move)が動詞(ここでは choose, move)と同

じような働きをすることを理解させたい。

make7a と，その後のコラム(pp.1164, 

65)に詳しい説明や類例が多く出ているの

で参照させると，make a decision (教科書

p. 21, 23 行目，p. 22, 1 行目にあり), make 

a mistake などの頻繁に使用される表現も

チェックさせることができる。 
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Crown English Communication II, p. 21. 

 

“I’ve heard that professional shogi players can think 

hundreds of moves ahead.  Am I correct? 

Well, I’m not so (1)sure about that.  A group of 

shogi players were (2)discussing whether or not you 

could predict what the game would be like 10  

moves from now. They all agreed you could not. (3)In 

playing shogi, you need to make a decision every 

time you make a move.  As I said before, it’s not 

always the case that you have (4)full confidence; 

(5)rather, you are thinking that this is probably    

the right move.   Your opponent may in turn make 

a move which you do not 

expect, and this process  

goes  on  until  the  game 

is   over.    What’s   most 

important is your decision- 

making power. 
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(1) sure 1a, p. 1897.

 

・ 教科書本文ではaboutが続いていることか

らbe sure of A/about Aという文型表示

のある 1a に導き，about の他に of も使わ

れることを確認させる。 

・ 訳語の後に(certain)という記述があるこ

とに注意させ，(  ) に入れて同義語が示さ

れていることに触れる。さらに，続く(⇔

doubtful)という記述は反意語を示してい

ることも確認させる。 

・ 辞書の第 4用例が教科書本文に似た会話例

になっているのでチェックさせる。 

 

(2) discuss 1, p. 536.

 

・ 教科書本文ではwhetherを使った節がdis- 

cuss に続いていることをチェックさせて，

discuss wh 句･節という文型表示のある

1 に導く。whether を用いているので「…

かどうかを話し合う」という意味になるこ

とを確かめさせる。

・ を使った注記の (2)にある「×discuss 

about A としない」という部分に注意させ

る。talk about A から誤って about を用い

る生徒が多いので，他動詞であることを再

確認させる。 

・ コラムには，discuss の類義語が意味合い

の違いや文法的特徴を含めて説明されて

いるのでチェックさせる。 

 

(3) in 10b, p. 982. 

 

・ 記述量の多い多義語なので，的を絞って引

かせたい。教科書本文では In playing 

shogi ....と-ing 形が続いていることから  

～doingという用法指示のある 10b に導

き，「将棋をしている際に」という意味に

なることを確かめさせる。 

・ (しばしば文頭で)という注記が教科書本

文と合っていることをチェックさせる。辞

書の第 1用例も文頭で使用されているので

本文と比較し，意味と用法を確認させる。 
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(4) full 2a, p. 777. 

 

・ full confidence と名詞の前で使われている

ことから，be full of Aの語義 1a, 1b で

はなく，の前でという用法指示のある語

義 2a であることを確かめさせる。

・ 「完全な，最大の」という訳語から，教科

書本文が「完全な自信，自信満々」という

意味になることを確認させる。 

 

(5) rather 4, p. 1555. 

 
・ 教科書本文が文頭でRather, …と始まって

いることに注意させる。を使った文型

表示やを使った用法指示をチェックさ

せ，語義 1，2，3，5 とは特徴が合わず，

語義 4が最も適切であることを確かめさせ

る。 













・ 訳語だけではなく，大まかな意味を示した

訂正という記述や，(  )で示された(正確

な情報を付け足して)といった補足説明も

確認させる。教科書のこの部分では「必ず

しも完全な自信があるというわけではな

い。それどころか， (むしろ正確にいう

と)(あなたは)これがおそらく正しい手だ

ろうと考えている」という意味になること

を確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 22. 

 
－3 

When you make a decision, are there times when you 

depend on your intuition? 

Yes, I (1)believe in intuition. In my experience, 

about 70 percent of the moves based on intuition 

(2)turned out to be correct. Being able to anticipate a 

lot of moves is important, but what’s more important 

is to be able to focus your (3)attention on a few good 

moves.  And that’s where you need your intuition.  

But remember, you gain intuition only through lots 

of experience. 

 

Do you (4)spend a lot of time studying 

strategies from the past? 

It’s   important   to   learn 

various strategies.  But knowing 

strategies is one thing, and being 

able to win a game is quite another. 

What you need is to change your  

- 
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Lesson 2—Section 3 

(1) believe  believe in A, p. 178.

 

・ 単に「…を信じる」ではなく，in が付いて

成句になると「A〈神・架空の人・奇跡な

ど〉の存在を信じる」となることに注意さ

せる。 

・ 山形かっこ〈  〉には，一緒に用いられる

ことの多い目的語に関する情報(選択制限)

が示されていることに触れ，「神・架空の

人・奇跡」などの「存在が捉えにくいもの」

が来ることを理解させる。教科書本文では

intuition (直感)という語が使われている

ので，「私は直感というものを信じている」

と言っていることを確認させる。 

 

 

(2) turn turn out, p. 2041.

 

・ よく使われる成句であり，意味と形をしっ

かり理解させたい。教科書本文は turn out 

to be correct となっていることから，用法

指示が～ out (to be) Cとなっている(1)

を参照させる。 

・ (C は)という注記から，教科書本文では

C にあたるのが形容詞の correct であるこ

とを確かめさせる。「結局 C になる，C だ

とわかる」という訳語から，「直感に基づ

いた手の 70％は正しいとわかった」という

意味になることを確認させる。

・ ～ out (to be) Cの(to be)は省略可能な要

素を示していることを確かめさせる。理解

を深めるため，to be が使われている辞書

の第 3用例と省略されている第 4用例をチ

ェックさせる。 
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(3) attention 1a, p. 126. 

 

・ よく使われる名詞は意味だけでなく，共に

使われる語との自然な結びつき(コロケー

ション)を調べさせたい。教科書本文と同じ

focus, on を使っている語義 1a の第 5 用例

を参照させ，ここでは「注意を 2, 3 の良い

手に集中させる」という意味になることを

確認させる。 

・ 共に使われることの多い前置詞が二重山

形かっこで示されているので確かめさ

せる。「…に対する注意，関心」と表現

する場合はtoを用いることをチェック

させ，辞書の第 1，2，3，7 用例で to が使

われていることを確認させる。 

・ 辞書用例のうち太字になっている動詞と

のコロケーション(pay attention, attract 

[draw] attention など)は，スピーキングや

ライティングなど発信に生かせる重要表

現として確かめさせる。 

 

(4) spend 2, p. 1821. 

 

・ 意味の把握には問題はないと思われるが，

山形かっこ〈  〉で示された目的語(選択制

限)や，二重山形かっこで示された共に

使われる前置詞(連語)などを調べさせて，

実際に spend という語を使いこなすため

の知識を定着させたい。教科書本文の目的

語が a lot of time であることから，語義 2

の「〈時間〉を費やす」の意味になること

を確認させる。辞書の第 1, 2 用例にある時

間の表現もチェックさせる。 

・ ある目的に/…するのにと表現するには，

spend に続けてon/(on [in]) doingを用い

ることをチェックさせ，教科書本文と辞書

の第 2 用例を比較させる。辞書用例が(in)

となっていることから in は省略可能な要

素であることに触れ，教科書本文では前置

詞が省略されていることを確かめさせる。 

・ pass との違いがに説明されているので

チェックさせるのもよい。 
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Crown English Communication II, p. 23. 

 

knowledge into wisdom by  

truly understanding the 

meaning of the strategies. 

 

You sometimes surprise your 

opponent by making unexpected 

moves.  Are they (1)effective in 

winning the game? 

Not (2)necessarily. If you  

try  something   new,   the 

(3)chances are that you will fail more than 50 percent 

of the time.  If you play it safe, you may be able to 

maintain a higher winning percentage for a while, 

but you cannot keep winning 10 years from now.  

And (4)eventually you end up losing your creativity.  

It’s more fun trying something original. 
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(1) effective  1, p. 605.

 

・ 教科書のこの部分は「意外な手で対戦相手

を驚かせる」話をしているところなので，

語義 1 の「効果的な，有効な」が文脈に合

うことを確認させる。 

・ 二重山形かっこを使って，訳語の前に…

に対して/…するのに，後にagainst/in 

doingと示されているのに注意させる。ス

ラッシュ( / )で区切られた前半と後半がそ

れぞれ対応しているので，「…に対して」

という場合は against を「…するのに」と

いう場合は in doing を用いることを確か

めさせる。教科書本文では in winning the 

game と in doing の形を使っているので，

「対戦に勝つのに効果があるか」と聞いて

いることを確認させる。 

・ effective と efficient の違いがで示されて

いるので確認させる。さらに紙の辞書なら

同ページ右に efficient が出ているのでチ

ェックさせるとよい。 

 
 

(2) necessarily not necessarily, pp. 1276–77.

 

・ necessarily のはこれだけなので時間をか

けずに調べさせることができる。単独で返

答に用いてという用法指示があり，教科書

本文と一致していることに触れ，「(必ずし

も)そうでもない」という意味になることを

確認させる。 

・ 辞書の第 1 用例は文中に使われている例，

第 2用例は教科書本文と同じ単独で返答に

用いられている例なので違いをチェック

させる。 

 

(3) chance 1b, p. 315.

 

・ 1bの第 3 用例が教科書本文と同じ形であ

ることを確認させる。用例の訳を参考にし

て，「たぶん 50％以上の確率で失敗するだ

ろう」「ひょっとすると半分以上の確率で

失敗するかもしれない」という意味になる

ことを確かめさせる。太字用例であり，よ

く使われるチャンクであることにも注意

させる。 

・ 1bの用法指示しばしば～sをチェックさ

せる。「公算; 勝算」いう意味では複数形で

よく用いられることを確かめさせる。 

 

(4) eventually , p. 648.

 

・ 大まかな意味を表す結末という記述に注

意させる。教科書のこの部分では「しばら

くの間は高い勝率を維持できても 10 年先

も勝ち続けることはできない。そして(結末

として)結局[ゆくゆくは]…」と述べている

ことを確認させる。 

・ 「結局」と訳すことができる finally, at 

last との違いがに説明されているのでチ

ェックさせる。 
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Crown English Communication II, p. 24. 
 

－4 

We all know that you have a great talent. How do you 

define your talent? 

Well, if I have any talent, it’s (1)perseverance.  

Being able to anticipate the moves or having 

inspiration is important, but working hard to 

improve your shogi is the greatest talent you can 

(2)ever have. 

 

You seem to be in love with shogi.  What’s the most 

fascinating aspect of this game? 

In the history of shogi, hundreds of thousands   

of games have been played, and yet we only know 
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Lesson 2—Section 4 

(1) perseverance 1, p. 1421.

 

・ 語義 1 のほめてという記述に注意させ，

良い意味での「粘り」である「我慢強さ，

がんばり」を指すことを確かめさせる。 

・ (→persistence)と参照指示があるので調べ

させる。紙の辞書なら同ページ右側にある

ので，すぐにチェックできる。「根気よさ，

がんばり，粘り強さ」という訳語の後ろに

(perseverance)とあり，この 2 語が同義で

あることを確かめさせる。さらに，persist- 

ence の語義の後半は「頑固さ，しつこさ」

とあり，perseverance にはない悪い意味で

の「粘り」も指すことに注意させる。 



 

 

(2) ever 4, p. 649.

 

・ ever の強調用法を調べさせたい。サインポ

ストの強調がついた語義 4，5，6 に注目

させる。それぞれを使って用法指示があ

るので，教科書本文はどの用法か調べさせ

る。the greatest talent you can ever have

と形容詞の最上級と共に用いられている

ことを確認させて語義 4 へと導く。 

 ・ 辞書の第 2，3 用例が教科書本文と同じく

最上級を使ったものになっているのでチ

ェックさせる。 

・ 教科書の次ページ 16 行目には，最もよく

使われる ever の用法である語義 1 (これま

でに，かつて)が出て来るので，辞書の第 1

用例と共に確認させておくのもよい。 
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Crown English Communication II, p. 25. 

 

a small portion of the world of shogi.  Each 

time I play, I feel like I am starting on a 

(1)journey into unknown territory. And that’s 

what’s fascinating about shogi. 

 

Have you ever thought about what you would be 

doing if you were not a professional shogi 

player? 

I  have  never  really  thought  about  that.  

Forced to take another (2)job, maybe I would like to be 

a taxi driver for a day.  I think that’s an interesting 

job because you don’t know where you will go each 

day. 

 

Do you have a motto that you live by? 

Fortune smiles on the (3)bold.
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(1) journey  1a, p. 1043.

 
・ 語義 1a には「(通例陸上で長距離・長時間

の)旅行，旅」とあるので，訳語だけではな

く(  )内の意味の補足説明も確かめさせる。 

・ (過程に重点があり，時に苦労･困難を伴う

ことを暗示; →trip)という注記をチェッ

クさせる。教科書本文では「見知らぬ領域

へ旅立っている (I am starting on a 

journey into unknown territory)」とあり，

「簡単にはたどり着かない未知の場所へ

の旅」という意味合いがあることを確認さ

せる。

・ →tripとあるので，「旅」を表す単語をあ

らかじめ思い浮かべる (trip, travel, 

journey など)よう促してから trip のコラ

ムを参照させる。同じ「旅」でも違いがあ

ることがわかるのでチェックさせるとよ

い。 

 

 

(2) job 1, p. 1039.

 

・ journey を引いた直後なら数ページ前なの

で，すぐに参照させることができる。基本

的な単語なので，共に使う動詞を調べさせ

て，発信活動に役立つよう指導したい。ま

ずは教科書本文と同じ動詞が辞書の第 1用

例に使われているので， take a job が「仕

事を引き受ける，職に就く」の意味になる

ことを確かめさせる。 

・ 辞書の第 1 用例は[  ]を使って，他の動詞

も挙げてあるので注意させる。辞書ではし

ばしば[  ]を使って書き換え可能な表現を

表すことに触れ，find, get がそれぞれ「職

を見つける，得る」の意味で job と共に用

いられることを確かめさせる。

・ その他の辞書用例のうち，特に太字になっ

ているものはよく使われるチャンクとし

て確認させる。 
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(3) bold  1, p. 217.

 

・ the bold となっていることをチェックし，

品詞に注意させる。冠詞がついているが，

の意味(=boldface，太字)では文脈には合

わないことから，「the＋」で「…な人々」

を表す用法になっていることを確かめさ

せる。 

・ どのような名詞を修飾するか(選択制限)を

示した山形かっこ〈  〉を調べ，人を修飾

する語義をチェックさせる。教科書本文が

「幸運は…に微笑む」という意味なので，

語義 4「〈人・行為が〉厚かましい，ずうず

うしい」より語義 1「〈人・行為が〉恐れを

知らぬ, 大胆な , 果敢な」が合っているこ

とを確認させる。 

・ 「the＋」で「…な人」を表す用法を調べ

させるのもよい。the の語義 13 (pp. 1954–

55)の用法指示～＋/と a の意味を確か

めさせる。コラムの(1)にはよく使われる

形容詞がリストされているので確認させ

る。 

 

 


